
No. 20161208 1/1

ナイロンチューブについての整備作業時の注意事項をまとめましたので、 下記を参照し確実な整備作業

をよろしくお願いします。

１．対象車両

Ｑ＊Ｇ付以降　大型トラック

２．ナイロンチューブについて

下写真のようにレーザー印字、インクジェット印字の２種類のタイプがあります。

３．ナイロンチューブ取り扱い時の注意事項

①ワンタッチ式コネクタの挿入代およびシール範囲にレーザー印字が重なると、気密が保てなくなる

可能性があります。

②レーザー印字がシール範囲と重なってしまう場合は、新品のナイロンチューブに交換してください。 

＜補足＞補給用ナイロンチューブはインクジェット印字品が供給されます。

③ナイロンチューブ開梱時に、カッターナイフ等でナイロンチューブに傷をつけないように注意してください。

④ナイロンチューブ切断には、特殊工具として設定している径の合ったナイロンチューブカッターを

使用してください。

ナイロンチューブ整備作業時の注意事項のご紹介

レーザー印字タイプ

インクジェット印字タイプ

【レーザー印字のナイロンチューブ挿入例】

【正しい組み付け例】

【正しく組み付けられていない例】

ナイロンチューブ挿入代
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